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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、オートファジータンパク質12と結合して、ユビキチン様結合システムにおいてE1様活性化酵素として機能します。コードされるタンパク質は、オートファジー小胞の形成、酸化損傷後のミトコンドリアの品質管理、自然抗ウイルス免疫応答の負の調節、リンパ球の発生と増殖、MHC II抗原提示、脂肪細胞分化、アポトーシスなど、いくつかの細胞プロセスに関与しています。この遺伝子には、異なるタンパク質アイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見出されています。
	研究分野
	オートファジー、アポトーシス
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	K562（1）、SH-SY5Y（2）、およびHCT116（3）細胞溶解物に対するATG5マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	ATG5マウスmAbを用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識したアクチンフィラメント。
	

	ATG5マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	ATG5 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

